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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
銀
行
で 

お
金
下
し
て 

金
庫
買
い
）
（
個
性
出
せ 

出
し
た
ら
お
前 

強
す
ぎ
る
） 

（
妻
や
子
が 

分
け
前
決
め
る 

退
職
金
）
（
退
職
金 

半
分
取
っ
て 

妻
は
去
り
） 

か
ら
反
転
す
る
ま
で
の
労

働
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

労
使
で
真
剣
に
論
議
さ
れ

い
て
る
傾
向
が
は
っ
き
り

と
汲
み
取
れ
ま
し
た
。 

 

雇
用
を
め
ぐ
る
状
況
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す

が
、
賃
金
引
上
げ
を
自
粛

す
る
と
雇
用
が
安
定
す
る

な
ど
の
保
障
は
全
く
な
い

こ
と
も
明
確
で
す
。 

 

各
単
組
の
生
の
声
を
連

合
運
動
に
反
映
さ
せ
る
手

段
と
し
て
、
訪
問
活
動
は

有
効
で
、
県
内
各
地
で
展

開
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

小
林
副
事
務
局
長
が
出
席

し
て
、
民
間
部
門
に
参
加

し
て
戴
い
た
。 

 

両
部
会
と
も
実
質
討
論

時
間
が
１
時
間
と
い
う
こ

と
で
、
必
ず
し
も
十
分
な

時
間
と
は
言
え
な
い
感
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、

金
内
副
議
長
が
進
行
し
た 

の
交
換
が
な
さ
れ
た
。
押

し
並
べ
て
景
況
が
厳
し
い

こ
と
は
共
通
し
て
い
て
も 

個
々
の
労
使
間
で
は
、
労

働
環
境
や
職
場
改
善
、
研

修
な
ど
創
意
工
夫
し
な
が

ら
難
局
を
乗
り
切
る
た
め

の
営
み
が
報
告
さ
れ
た
。

定
期
昇
給
制
度
が
確
立
し

て
い
る
職
場
、
な
い
職
場

で
の
対
応
の
違
い
や
不
況 

 

０
９
春
季
生
活
闘
争
を

組
合
員
が
期
待
す
る
取
組

と
す
る
た
め
に
、
連
合
新

潟
の
江
花
会
長
、
斉
藤
事

務
局
長
が
県
内
各
地
の
単

組
回
り
を
し
て
い
る
。 

 

連
合
中
越
と
し
て
は
２

月
９
日(

月)

に
は
小
千
谷

支
部
が
江
花
会
長
と
同
行

し
て
３
組
合
を
訪
問
。
各

単
組
の
景
況
や
春
闘
の
取

組
を
め
ぐ
る
状
況
な
ど
に

つ
い
て
情
報
交
換
・
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。 

 

２
月
１
７
日(

火)

に
は

斉
藤
事
務
局
長
に
連
合
中

越
矢
島
議
長
・
小
林
副
議

長
が
同
行
し
て
７
組
合
を

訪
問
し
て
の
情
報
と
意
見 

 

２
月
２
７
日(

金)

午
後

６
時
３
０
分
か
ら
連
合
中

越
を
構
成
す
る
民
間
労
組

と
官
公
労
組
が
、
そ
れ
ぞ

れ
部
門
連
絡
会
を
開
催
。 

 

会
議
は
民
間
部
門
で
は

２
８
組
合
５
１
名
、
公
務

部
門
は
１
１
組
合
２
１
名

が
参
加
。
連
合
新
潟
か
ら 

門
連
絡
会
は
一
旦
閉
じ
ら

れ
た
。 

 

会
議
後
、
会
場
を
移
し

て
合
同
で
の
交
流
懇
親
会

を
実
施
。
矢
島
議
長
か
ら

主
催
者
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

た
後
、
連
合
新
潟
小
林
副

事
務
局
長
の
挨
拶
と
発
声

で
乾
杯
。
そ
し
て
各
連
絡

会
の
座
長
よ
り
会
議
報
告

が
な
さ
れ
た
。 

 

交
流
会
は
官
民
一
体
で

情
報
交
換
が
活
発
に
行
わ

れ
た
。
座
席
は
抽
選
に
よ

り
決
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら 

初
対
面
に
よ
る
参
加
者
同

士
が
和
気
あ
い
あ
い
と
交

流
し
た
。 

 

最
後
に
、
直
面
す
る
春

闘
勝
利
に
向
け
た
張
ろ
う

が
三
唱
さ
れ
、
力
合
わ
せ

が
確
認
さ
れ
た
。 
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定 価 １部１０円 

●
労
使
が
同
床
異
夢
で
語 

っ
て
い
る
「
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」
。
賃
金
引
上

げ
と
雇
用
を
め
ぐ
り
論
議

が
集
中
す
る
時
に
、
も
う

一
方
で
真
剣
に
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

考
え
る
必
要
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。 

●
そ
の
基
本
は
、
日
本
の

労
働
時
間
が
、
欧
米
と
比

較
し
て
極
端
に
長
す
ぎ
る

こ
と
の
是
正
を
念
頭
に
論

議
す
べ
き
と
思
う
。
仕
事

が
減
っ
て
残
業
が
な
く

な
っ
た
か
ら
生
活
が
苦
し

い
、
給
料
が
減
り
暇
な
時

間
が
増
え
て
パ
チ
ン
コ
三

昧
、
休
み
が
増
え
て
も
、

こ
れ
と
言
っ
て
や
る
事
が

な
い
・
・
・
・
何
か
変
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

●
労
使
間
で
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
論
議
す
る
た

め
に
は
、
働
く
側
も
、
労

働
の
在
り
方
や
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
暮
ら

し
方
を
考
え
直
す
覚
悟
が

必
要
。
経
営
側
は
「
会
社

は
人
間
の
暮
ら
し
を
良
く

す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て

い
る
機
関
・
仕
組
み
」
と

い
う
自
覚
が
必
要
。
政

府
・
労
働
行
政
は
「
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
基
本

は
労
働
基
準
法
改
正
に
よ

る
労
働
時
間
短
縮
だ
」
と

い
う
認
識
が
必
要
。 

●
過
労
死
の
隣
で
、
失
業

者
が
自
殺
す
る
と
い
う
馬

鹿
げ
た
社
会
現
象
は
、
ひ

と
え
に
政
策
・
制
度
の
欠

陥
と
政
治
の
責
任
だ
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

民
間
部
門
で
は
各
組
合
の

組
織
運
営
や
活
性
化
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
発
言
さ
れ

た
。
ま
た
、
横
沢
副
議
長

が
座
長
と
な
っ
て
進
め
ら

れ
た
公
務
部
門
で
も
各
組

合
の
抱
え
て
い
る
主
要
課

題
な
ど
が
次
々
と
提
起
さ

れ
、
濃
厚
な
情
報
交
換
が

な
さ
れ
た
。 

 

時
間
不
足
に

つ
い
て
は
、
引

き
続
き
行
わ
れ

る
交
流
懇
親
会

に
繋
げ
て
い
く

こ
と
で
、
各
部

連
合
中
越
［
民
間
部
門
］
［
公
務
部
門
］ 

両
部
門
連
絡
会
開
催
し
て
組
織
活
動
情
報
交
換 

会
議
後
、
合
同
で
交
流
懇
親
会
で
活
発
な
意
見
交
換 

連
合
新
潟 

会
長･

事
務
局
長
が
単
組
訪
問 

景
況
状
況･

春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
把
握 

アルビレックス新潟試合観戦ご招待のご案内 
 

アルビレックス新潟を支え、スタジアム活性化に向けた無料招待券を扱います。

下記の試合観戦の無料チケットを希望される組合員は連合中越(２４-０５１５）

にお電話下さい。先着３０枚限り。必ず観戦され方に限ります。駐車場は有料で

１台１，０００円にてコンビニで事前購入となります。チケット交換方法などは 

 申し込み時に説明します。 

※詳細は、先着３０枚までの申し 

 込み者に説明します。 

※４月以降も取り扱いを予定して 

 いますが、具体的な対象試合は 

 機関紙「れんごう中越地協」を 

 ご覧になってからの申し込み下 

 さい。 

民間部門には51名が参加 

公務部門には25名が参加 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
純
情
な 

時
も
あ
っ
た
と 

す
ご
む
妻
）
（
ニ
ュ
ー
メ
イ
ク 

貧
血
気
味
か
と 

聞
く
上
司
）
（
半
人
前 

昼
飯
い
つ
も 

２
人
前
）
（
行
く
年
を 

逆
ら
い
な
が
ら 

若
づ
く
り
） 

 

わ
か
り
易
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
実
際
相
談
の
あ
っ 

た
職
場
問
題
を
Ｑ
＆
Ａ
で 

説
明
い
た
だ
き
、
自
分
の

職
場
は
組
合
の
ル
ー
ル
に 

則
し
て
い
る
か
、
職
場
点

検
活
動
１
０
の
ポ
イ
ン
ト 

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
ほ
し 

い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
方
自
治
体
等
が
民
間

機
関
・
団
体
等
に
業
務
委

託
や
指
定
管
理
者
制
度
活

用
で
の
事
業
を
展
開
す
る

場
合
の
公
契
約
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
そ
の
改
善
を

求
め
る
為
の
推
進
委
員
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 
 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

主
催
者
を
代
表
し
て
Ｓ 

Ｊ
ネ
ッ
ト
の
伴
内
委
員
長 

が
挨
拶
、
連
合
中
越
か
ら

は
組
織
生
活
担
当
の
太
刀

川
幹
事
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
早
速
、
講
義
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
の
労
働
者
社
会
に 

お
け
る
連
合
と
労
働
組
合 

の
関
係
か
ら
話
が
始
ま
り

労
働
組
合
組
織
で
よ
く
使われる用語を

 
 

 
 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
年
々

組
合
員
が
若
返
っ
て
い
く

中
で
「
労
働
組
合
っ
て

何
？
」
「
連

合

っ

て

何
？
」
と
い
う
素
朴
な
疑

問
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
な
く

活
動
に
入
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
労
働
組
合
の
入
門
編

と
し
て
数
年
前
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
組

合
の
基
本
を
知
っ
て
も
ら

う
と
同
時
に
、
民
間
で
あ

れ
、
公
務
部
門
で
あ
れ
、

他
の
職
場
の
こ
と
を
知
り

合
う
こ
と
も
大
切
に
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

公
契
約
そ
の
も
の
は
労

働
力
集
約
型
の
業
務
か
ら

窓
口
や
施
設
管
理
、
物
品

調
達
ま
で
に
至
る
ま
で
幅

広
い
種
類
と
な
っ
て
い
る

が
、
入
札
な
ど
を
経
て
い

く
過
程
で
、
業
務
に
携
わ

る
労
働
者
の
労
働
条
件
が

不
当
に
切
り
下
げ
ら
れ
て

い
る
傾
向
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。 

 

こ
の
実
態
を
把
握
し
た

上
で
、
公
正
労
働
が
担
保

さ
れ
た
中
で
の
、
入
札
金

額
だ
け
の
要
素
で
は
な
く

総
合
評
価
に
よ
る
公
契
約

が
行
わ
れ
る
よ
う
条
例
化

ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
取

り
組
み
。
第
一
回
委
員
会

で
は
、
公
契
約
に
対
す
る

の
認
識
と
条
例
化
ま
で
の

流
れ
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。
息
の
長
い

運
動
と
な
る
予
定
。 

 

 

連合北魚沼支部だより 

連合中越・ＳＪネット主催 

ユニオンパワーアップセミナー開催 
 連合新潟斎藤事務局長が講義  

   ７０名が参加して労働組合の入門編を学習 

２
月
２
０
日(

金)

午
後
６
時
３
０
分
か
ら
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
が
主
催
し
た
ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ 

ナ
ー｢

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
学
習
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
連
合
新
潟
斉
藤
事
務
局
長
か
ら
、
労
働
組
合

や
連
合
の
入
門
編
講
座
と
し
て
わ
か
り
易
く
講
義
が

な
さ
れ
ま
し
た
。 

連
合
新
潟 

第
１
回
公
契
約
推
進
委
員
会
開
催 

公
正
労
働
を
求
め
て
条
例
制
定
を
目
指
す 

○ 民間労組への激励訪問活動を実施 
  
本年も春季生活闘争、各単産・単組において要求書等提出が行
われています。 

北魚沼支部としましても、地協と同様に2月16日(月)～17日
(火)、民間11単組に対し激励行動を行いました。 

09春闘勝利の檄紙と激励物資を手渡し、本年の情勢等意見交
換を行ってきたところです。 

サブプライムローンから端を発した未曾有の経済危機や昨年
末からの派遣切り等行われている中、中小・地場産業等、非常
に厳しい闘争となりますが、ともに戦っていくことを確認して
参りました。 

○ 春季生活闘争北魚沼地区総決起集会日程 
本年も下記日程にて、総決起集会を開催します。 

各単組から大勢の参加をお願いします。 
 

 １ 日  時  ３月６日(金) 18:15 ～ 
 ２ 会  場  魚沼市地域振興センター 

「コンベンションホール」 
           魚沼市吉田1114     TEL 025-792-5551 
  ３ そ の 他  組合旗、幟旗、鉢巻持参願います 

JPGU労組へ  中村バルブ労組へ  




